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Ⅰ．はじめに 
 このたび、私立大学図書館協会国際協力委員会の海外派遣事業により、The Mortenson Center of 
International Library Program、University of Illinois（以下、モーテンソンセンター）の Fall 
Associate Programに参加した（１）。期間は、2007年9月4日から11月 2日までの8週間であっ
た。なお、私立大学図書館協会国際協力委員会からの派遣は2003年から毎年続いており、2007年
は5人目の参加である。参加にあたっては、立教大学の職員海外研修制度の適用も受けた。 
本稿では、プログラムの概要に沿って、米国の大学図書館の現状や図書館員の姿について紹介し、

わずか２か月間の経験を基にした管見ではあるが、学習・研究支援のための図書館サービス実現に

むけて，自己革新を続ける米国大学図書館のさまざまな取り組みを紹介し，今後の私立大学図書館

の取り組みに参考になるように情報提供を試みたい。 
 
Ⅱ．研修参加目的 
１．研修参加までの背景と問題意識 
図書館での業務の中で、日々発生する個別具体的な問題を対処する中で、様々な問題意識を有す

るようになった。さらに自らの図書館員としてのスキルアップを図る必要性も痛感した。そのため、

現職の図書館員のリカレント教育を目的とした慶應義塾大学大学院文学研究科図書館・情報学専攻

情報資源管理分野で学び、修士号を取得した。主な関心事項は２点である。1 つは，修士論文のテ
ーマでもある「私立大学図書館における人的資源管理の問題（特にアウトソーシングの有効活用）」
（２）と、「図書館の学習支援活動への関与（特に情報リテラシー教育支援）」である。 
図書館を取り巻く環境の変化は著しい。図書館に期待されるサービス体系のイノベーションや運

営コスト最適化の要請がなされている。また，外部委託化は、管理職のみならず、専任職員であれ

ば，程度の差はあれ，マネジメントの役割の一端を担わねばならなくなっている。図書館一途の長

期キャリア形成は保証されず、現場の体感をもって理解しうる「臨床の知」の蓄積と継承も困難と

なりつつある。 
人員や予算削減という厳しい現状と様々な課題があるが，学習支援および教育研究支援のために

何ができるかを考え、その方法を見出して実践し、評価して改善する役割を専任職員は担っていか
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なければならない（３）。 
 以上のような背景と問題意識から、図書館における先進的な取り組みを続ける米国図書館の現状

を実際に自分の目で見てみたいと思うようになり，図書館員の継続教育では定評のあるモーテンソ

ンセンターの研修を受けようと思った。 
 
２．本研修での具体的な調査事項と課題の設定 
 （１）学習支援および教育研究支援のために、どのような具体的な取り組みをしているのか 
 （２）図書館員の人的資源管理はどのように行われているのか（組織、人件費、ジョブ・ディス

クリプション、研修制度等） 
 （３）帰国後も情報交換ができる人的ネットワークの構築を図る。 
 上記について、提供される研修プログラムで学ぶと共に資料収集および個別のインタビュー調査

を行うこととする。 
 
Ⅲ．モーテーソンセンターの概要・研修参加者の内訳 
 モーテンソンセンターは、イリノイ大学図書館内に設置された研修センターであり、世界各国か

ら図書館員を受け入れ、さまざまな研修プログラムを実施している。1991年の設立以来、これまで
に 89か国から 700名以上の図書館員が研修を受けている。イリノイ大学や連邦政府の補助金、各
国の図書館団体の援助（私立大学図書館協会、国立大学図書館協会も含まれる）などによって運営

されており、米国図書館界の幅広い国際的活動を象徴する図書館員の継続教育を目的とした世界的

にも類をみない機関である。 
今回、私が参加したプログラムには、世界14か国21名が参加した（参加国：Brazil, Colombia, 

Costa Rica, El Salvador, Ghana, Japan, Mexico, Nigeria, Pakistan, South Korea, Tanzania, 
Uganda, Uzbekistan, and Vietnam ）。日本からは国立大学図書館協会からの派遣者１名と私の2
名の参加であった。内訳は大学図書館員15名、公共図書館員5名、教育職1名であり，図書館長、
大学教授、音楽・芸術分野専門のライブリアン、IT技術者など、その経歴もさまざまであった。 

  
   
 
 
 
 
 
 
 

 築後，100年をこえるメインライブラリー    世界各国からの研修参加者 
 
Ⅳ．プログラムの概要 
１．プログラムの概要 
 プログラムの内容は，大きく分けて，（１）講義、（２）イリノイ州、オハイオ州の各種図書館お

よび関係団体訪問、（３）現地図書館員等による図書館業務に関する説明、意見交換および交流、（４）

短期滞在研修（Host Visit）で構成される。 
 
（１）講義 

講義は大きく２本柱で構成される。１つは，イリノイ大学図書館情報学大学院の教員、図書

館員によって、図書館組織・経営学、コミュニケーション、最新のテクノロジーの活用，図書




